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現
代
の
総
動
員
体
制
の
先
取
り 

幡
多
小
学
校
に
「戦
没
者
慰
霊
之
碑
」 

 
 

 
 

 
 

 

社
会
福
祉
協
議
会
が
町
内
会
な
ど
か
ら
寄
付
を
集
め
て 

 

「
幡
多
社
協
だ
よ
り
」
第
１
２
号
（
平
成
２
１
年
１
月
１
０

日
）
に
よ
る
と
、
平
成
２
０
年
１
０
月
１
３
日
に
「
幡
多
小
学
校

の
忠
魂
碑
ひ
ろ
ば
」
に
「
遺
族
ら
約
８
０
人
が
出
席
。
国
家
斉

唱
に
引
続
き
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
昔
か
ら
幡

多
郷
の
氏
神
様
、
石
高
神
社
の
高
原
宮
司
が
斉
主
と
な
り
、

神
事
に
よ
る
除
幕
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
」 

つ
い
で
全
員
で
「
海
ゆ
か
ば
」
を
合
唱
し
、
主
催
者
か
ら
は

「
『
嗚
呼
、
平
和
の
礎
、
遺
烈
萬
世
に
燦
た
り
』
と
は
碑
文
冒

頭
の
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
五
十
五
柱
の
方
々
は
、
強
敵
に
対

し
て
も
一
歩
も
退
か
ず
、
身
を
捨
て
て
、
祖
国
、
そ
し
て
私
た

ち
を
守
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
五
十
五
柱
の

方
々
は
『
幡
多
の
護
り
神
』
と
し
て
こ
の
幡
多
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
「
慰
霊
碑
」
に
は
「
明
治
以
来
、
日
清
、
日
露
戦
役
、
さ

ら
に
先
の
支
那
事
変
・
大
東
亜
戦
争
に
際
し
、
義
勇
以
っ
て
公

に
奉
じ
、
尊
い
命
を
国
に
捧
げ
ら
れ
」
と
刻
ま
れ
、
旧
村
の
大

字
ご
と
に
五
十
五
人
の
軍
人
の
階
級
、
名
前
、
没
年
月
日
、

戦
没
地
が
刻
ま
れ
、
空
襲
の
被
害
者
の
名
は
な
く
、
国
の
た

め
に
戦
っ
た
者
だ
け
が
慰
霊
さ
れ
て
い
ま
す
。 

総
額
３
２
０
万
円
ほ
ど
の
寄
付
金
は
幡
多
学
区
の
各
町
内

会
と
連
合
町
内
会
、
幡
多
社
協
、
遺
族
会
、JA

幡
多
支
所
、

幡
多
小
学
校
、
幡
多
幼
稚
園
、
幡
多
小P

T
A

、
幡
多
民
協
な

ど
か
ら
集
め
ら
れ
て
い
て
、
今
後
の
清
掃
の
割
り

当
て
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
忠
魂
碑
広
場
は
幡
多
小
学
校
の
管
理
で

は
な
く
、
「
地
元
の
管
理
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

岡
山
市
教
育
委
員
会
の
承
認
な
し
に
は
建
立
で

き
な
い
も
の
で
す
。
社
会
福
祉
法
人
が
戦
後
６
０

年
以
上
た
っ
て
町
内
会
や
学
校
な
ど
の
公
的
団

体
か
ら
寄
付
を
集
め
て
学
校
の
中
に
戦
時
中
そ

の
ま
ま
に
侵
略
戦
争
に
従
軍
し
た
軍
人
を
賛
美

す
る
碑
を
建
立
す
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
こ
と

そ
れ
自
体
が
現
代
の
総
動
員
体
制
推
進
の
思
想

的
源
流
で
す
。
他
の
地
域
で
も
こ
の
よ
う
な
事

態
が
起
き
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん 

東
岡
山
平
和
委
員
会
で
は
２
月
１
１
日
の
憲

法
署
名
行
動
の
あ
と
、
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
、
３
月
下
旬
に
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

岡山で 

平和委員会中国ブロック会議 

千坂事務局長を迎えて 

 

〈
学
び
、
知
り
、
交
流
す
る
平

和
委
員
会
へ
、
今
年
を
平
和
と
変

革
の
年
に
〉 

創
立
六
十
周
年
の
全
国
大
会

を
一
万
八
千
人
の
会
員
で
成
功

さ
せ
よ
う
と
二
月
十
五
日
に
平

和
委
員
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

議
が
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
交
流
会
議
に
は
中
央
か
ら
千

坂
事
務
局
長
を
迎
え
、
中
国
各
県

か
ら
十
四
人
が
平
和
委
員
会
の

第
二
回
理
事
会
方
針
を
学
び
、

活
動
を
交
流
し
ま
し
た
。 

平和新聞県内版は出来るだけ、地域平和委員会の経

験と交流の場にしたいと思っています。是非とも情報

を上の県平和委連絡先へお寄せ下さい 



 

 平
和
委
員
会
あ
の
こ
ろ 

連
載
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
尾
元
重  

 
 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
は
、
東
西
冷
戦
が
激
化

す
る
１
９
５
０
年
３
月
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
か
れ
た
平

和
擁
護
世
界
大
会
常
任
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の

で
、
①
原
子
兵
器
絶
対
禁
止
と
、
②
こ
の
禁
止
を
保
障

す
る
国
際
管
理
の
確
立
を
求
め
、
③
今
後
最
初
に
原
子

兵
器
を
使
用
す
る
政
府
は
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
取
り
扱

う
と
宣
言
し
、
④
全
世
界
で
こ
の
ア
ピ
ー
ル
に
署
名
す
る

運
動
を
展
開
し
よ
う
と
い
う
４
項
目
の
呼
び
か
け
で
し

た
。 こ

れ
に
応
え
て
世
界
で
５
億
以
上
、
日
本
で
も
朝
鮮
戦

争
の
勃
発
と
い
う
状
況
下
、
占
領
軍
の
弾
圧
や
レ
ッ
ド
パ

ー
ジ
が
荒
れ
狂
う
な
か
で
６
４
５
万
の
署
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
岡
山
県
で
は
６
７
２
４
６
筆
と
い
う
１
９
５
１
年

３
月
２
６
日
現
在
の
記
録
が
あ
り
ま
す
（
日
本
労
働
年
鑑 

第
２
４
集 

１
９
５
２
年
版
）
。 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
が
出
さ
れ
た
直
後
の
１
９

５
０
年
４
月
、
「
平
和
擁
護
大
講
演
会
」
が
岡
山
市
で
開
か

れ
１
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
正
式
に
発

足
し
た
ば
か
り
の
日
本
平
和
を
守
る
会
の
大
山
郁
夫
会

長
と
平
野
義
太
郎
氏
（
後
の
日
本
平
和
委
員
会
会
長
）
で

し
た
。
こ
の
講
演
会
を
契
機
に
し
て
幅
広
い
県
民
を
結
集

す
る
「
岡
山
平
和
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「平和新聞見てみよう会」で 

 

『平
和
新
聞
』を
み
ん
な
で
、
見
て
み
よ
う
と
２
月
１
２
日
に
企
画
し
ま
し
た
。 

集
ま
っ
た
の
は
、
事
務
局
（１
人
）
を
含
め
３
人
。
お
菓
子
と
お
茶
で
、
ゆ
っ
た
り
。 

 

世
間
話
の
あ
と
、
ま
ず
『平
和
新
聞
』
を
見
て
感
想
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
「
な
か
な

か
読
め
な
い
ん
よ
な
ぁ
～
パ
ラ
パ
ラ
と
は
す
る
け
ど
…
あ
！
野
中
広
務
が
出
て
る
」
と

い
う
声
。 

 

そ
れ
じ
ゃ
！
と
３
人
で
、
新
春
特
別
号
の
野
中
広
務
さ
ん
と
畑
田
重
夫
さ
ん
の
対
談

を
読
み
合
わ
せ
ま
し
た
。
「今
の
自
民
党
に
批
判
的
な
事
も
言
う
ん
だ
」
「歴
史
っ
て
大

切
、
知
ら
な
い
と
喋
れ
な
い
し
」「
こ
ー
ゆ
ー
新
聞
に
野
中
さ
ん
出
る
な
ん
て
凄
い
な
」

「安
保
な
く
し
た
方
が
い
い
」
「野
中
さ
ん
が
化
学

遺
棄
兵
器
を
処
理
し
て
た
の
知
ら
な
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
出
ま
し
た
。
歴
史
問
題
か
ら
教
育

問
題
（
先
生
に
つ
い
て
）
と
か
、
話
題
が
広
が
り
ま

し
た
。 

 

そ
し
て
最
後
に
は
、
参
加
し
て
く
れ
た
１
人
が

新
聞
を
購
読
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
う
１
人
は

「こ
ー
ゆ
う
気
軽
な
、
ゆ
る
い
感
じ
の
が
い
い
ね
」

と
一
言
。 

ま
た
、
『
平
和
新
聞
を
見
て
み
よ
う
会
』
を
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
（谷
） 

 

 
 

☆「ビキニ被災５５年２００９年 原水

爆禁止 ３．１ビキニデー集会」 

 ２月２８日（土）～３月１日（日）静岡  

☆ 岡山・十五年戦争資料センター 

「第２回研究会」 

  ３月２１日（土）１３：３０～１６：３０  

   報告：土屋篤典さん 

「６０年前の倉敷・水島」 

  ―海軍管理下の航空機生産下請

軍需工場と学徒勤労動員を追う― 

 主催：岡山・十五年戦争資料センタ

（086-273-4068 上羽） 

☆ 日本平和委員会 

「第７回青年研修会」 

   ５月２２日（金）～２４日（日） 

沖縄・那覇 

☆ 「日本平和委員会 

創立６０周年全国大会」 

  ６月１３日（土）～１４日（日） 大阪 

☆ 「第２８回市民団体による 

岡山県民平和のつどい」 

   ７月４日（土） 

☆ 日本平和委員会 

「０９年ピースエッグ in 高知」 

   ９月２１日（月）～２３日（水） 

高知県立香北青少年の家 

 

【編集後記】 

この正月に五日ほど、韓国ぶらぶら旅をしてきました。ソウルで３４

歳の非正規労働者に出会いました。彼は「小沢になっても、日本

は変わらないと思います。財閥依りの政治家だから」と言います。

どの団体に属しているわけでもない。でも自主的に牛肉ＢＳＥ反対

のろうそくデモに何度参加しています。市民の政治意識の高さに

は正直驚きました。日本も負けられない！（くま）  


